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(山羊精子の生存性ならびに代謝におよぼす トランキライザーの
影響に関する研究)

論文 調査 委員 教(㌔ 篭 川 義 正 教 授 上 坂 章 次 教 授 小野寺幸之進

論 文 内 容 の 要 旨

この論文は山羊精子を用い, ヒトの精神安定剤として広 く用いられている トランキライザーが, 体外精

子の運動性, 生存性および代謝にいかなる影響があるかにつき検討を加えたもので, 内容は大別するとつ

ぎの3つからなっている｡

著者はまず現在市販されている19種の トランキライザーを用い, 卵黄緩衝液で希釈された山羊精液に各

種濃度の薬剤を加えてこれを 4oCに保存し, 精子の生存性にどのように作用す るかを調べている｡ その

結果 phenothiazine系の chlorpromazinesulfoxidehydrochloride(CPSH)および chlorpromazine

hydrochloride(CPH)が精子の生存性ならびに活力の維持に有効であり, その至適濃度はそれぞれ 100

-400mg/dlおよび 10-40mg/dlであった｡ なおこれらの薬物の比較的高濃度の添加は, 卵黄含有希釈

液による山羊希釈精液の凝固現象に対 しても著明な抑制効果を示 した｡

つぎに著者は山羊精子の代謝について調べている｡ これは山羊精子の代謝に及ぼす トランキライザーの

影響を検討するのにさきだって, まだほとんど明らかにされていない山羊精子の一般代謝についてワ- ル

ブルグ検圧装置を用い,37oCの条件下で検索したものである｡ 山羊精子の内因性呼吸は, TCAサイクル

メンバ- の添加によって促進され, とくにピルビン酸, 酢酸, 乳酸によって著 しく促進され, 精子の運動

もよく維持された｡ 各種の糖のうちグルコ- ス, フラクトース, マンノ- スも呼吸を顕著に刺激 し, 精子

の運動をよく維持 した｡ また, 内因性呼吸はシアン化カリウム, 亜ヒ酸などの呼吸阻害剤によって阻害を

うげ, 同時に運動も阻害された｡ 山羊精子は嫌気条件下で, グルコース, フラクトース, マンノースを分

解 して多量の乳酸を生成 し, その運動を維持 した｡ 好気条件下においても, これらの糖は分解され, かな

りの乳酸を生成 した (嫌気条件下の約;4)｡この好気的解糖はフッ化ナ トリウム, モノヨ- ド酢酸などの

解糖阻害剤によって強 く阻害された｡ また上記の呼吸阻害剤のうち, シアン化カリウム, 亜ヒ酸の添加の

場合には呼吸が阻害されるのに反 し, 解糖はむしろ代償的に促進される場合がみられ, その促進度が嫌気

的解糖のレベルに達する時には運動が維持された｡ 酸化的 リン酸化阻害剤である D N P により, 精子の呼
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吸ならびに解糖は促進される傾向を示 したが, その運動はむしろ阻害された｡ 以上の成績から, 山羊精子

は他の家畜精子と同様, 呼吸系および解糖系としてそれぞれ TCAサイクルおよび Embden-Meyerhof

径路を有することが考えられ, また山羊精子にも呼吸系に共役する高エネルギーリン酸結合生成系の存在

が推察された｡

著者はつぎに山羊精子の代謝に及ぼす トランキライザーの影響を調べている｡CPSHは卵黄緩衝液希釈

山羊精子の好気的解糖を 4oCおよび 37oC のいずれにおいても抑制するが, 精子の運動に対 してはむし

ろ刺激的であった｡ このことから著者は CPSH の精子の運動に対する作用は, 精子の興奮伝達系に関連

するものと考えている｡ また CPSHは, 精子の基質酸化を阻害 し, 同時にその運動も阻害 した｡ これに

対 し, CPH は低濃度では促進を, 高濃度では阻害の2様の効果を示 した｡ これら CPSH および CPH

の基質酸化に対する阻害度は, 基質の種類に関係なく, ほぼ同程度の値を示 した｡ このことは薬物の作用

点が, 基質酸化に共通な電子伝達系 (チ トクロームCオキシダーゼ系) にあることを示唆するものと考え

られる｡ CPSHは山羊精子の解糖に対 しては, 供試濃度の 100mg/dlのレベルでは影響がみられなかっ

たが,CPHはこれに対 し5mg/dlでも強い阻害作用を示 した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

一般臓器細胞の代謝に対するトランキライザーの作用およびその作用機序に関する研究報告はきわめて

多い｡ しかるに精子のごとく運動がきわめて活発で代謝機能の旺盛な細胞に対する影響を調べた研究報告

はわずかに 1,2を算えるだけで, 不明の点が多い｡ 著者は中枢神経緩和剤あるいは自律神経遮断剤とし

て知られている トランキライザーが細胞の代謝抑制作用を有することに着眼し, 家畜の精子に対 しどのよ

うな作用を有するかを精子の生存性, 運動性および代謝の面から検討したもので, いくつかの興味ある新

しい知見をえている｡ すなわち適濃度の トランキライザーの添加によって, 精子の生存性が延長されるこ

と, 精子の代謝が抑制されること, およびその作用機序は運動エネルギーの供給系である呼吸系ならびに

解糖系に作用することなどを明らかにしている｡ また山羊精子の代謝については, これまで研究業績がほ

とんどなく不明の点が多かったが, 著者は山羊精子の呼吸能と解糖能を明らかにするとともに, 山羊精子

の呼吸ならびに解糖は他の家畜の場合と同じく, それぞれ TCAサイクルおよび Embden-Meyerhof径

路によって行なわれることを明らかにしている｡

以上のごとく本論文は トランキライザーが家畜精子の生存性, 運動性および代謝にいかに影響するかを

調べ, さらに山羊精子の一般代謝についても明■らかにしたもので, 家畜の生殖生理学に寄与するところが

きわめて大である｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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